
令和 5 年度 教育課程編成委員会 議事録（1 回目） 
 

 
実施日：令和 5 年 6 月 20 日（火）13：30～16：30 
（理容科に対する質疑 13 時 30 分～15 時 00 分、美容科に対する質疑 15 時 00 分～16 時 30 分） 

場 所：学校法人 愛知理容学園 アリアーレビューティー専門学校 2 階 A 教室 
出席者：委員  池山英一（アリアーレビューティー専門学校 校長） 
         伊藤広昭（学校法人 菊武学園 菊華高等学校 教頭） 
        冨田 守 （㈱さんぽう 名古屋支社 経営企画グループリーダー） 
        香村恭子（セントラルジャパン日本語学校 校長） 
        髙木義仁（職業訓練法人 愛知県理容美容協会 前会長） 
        山口 孝（アリアーレビューティー専門学校 広報主任） 
        森山郁子（アリアーレビューティー専門学校 教務主任） 
        高橋秀典（アリアーレビューティー専門学校 美容科チーフ） 
 
欠席者：委員  なし 
                
 
                                   順不同 
 
委員会次第（概要） 
（１） 開会 
（２） 学校長挨拶 
（３） 理容・美容業界に関するデータ紹介 
（４） 令和 4 年度自己評価の報告 
（５） その他意見交換 

各評価委員から、自己点検・評価報告に対する質疑、ご意見等を頂いた。 
（詳細は後記のとおり） 

（６） 閉会 
終わりに、校長から令和 5 年度は第 2 回目を令和 5 年 11 月～12 月に行う予定で

ある旨の報告。また校長より各委員へ貴重なご意見に対するお礼の挨拶。 
 
 
 
質疑・討議及び意見交換について 
    職業実践専門課程の運営をする上で、それに相応しい教育に関する質疑を含め、当



校に対しての要望、意見等を頂いた。 
 
 
[各評価委員からの質疑・ご意見等及び当校からの回答]（順不同） 
 
 
〇高木義仁 委員 
    学生支援のところのユマニテク校との連携はどのようなものなのでしょうか。学

修成果の就職ですが、サロンの側も覚えることが多くて働く人も大変だと思いま

す。弊社ではそのため、基本的にやりたいことをやらすという視点で働いてもらっ

ています。 
 
（学校側）：ユマニテク校に関しては、4 つの選択授業がありそのうちのファッション分野

（美容師、エステティシャン、デザイナーなどになりたい方が集まるクラス）の 2
年生に対し毎週水曜日に授業に出かけています。前期・後期とあり、それぞれ 30
名ぐらいの生徒を受け持っています。就職に関しては理容師免許・美容師免許の W
ライセンスの広がりもあり、就職したときに自分ができる幅を広げ、誰よりも活躍

できるよう資格取得を推進しています。少しでも長く好きな理美容業で働いてほ

しい気持ちがあるので、あれしかできない、これしかやらないというスタンスの広

報はとっておりません。 
 
〇伊藤広昭 委員  
    教育環境についての話がありましたが、弊校では、現在の 1 年生から全員に iPad

を持たせ、黒板を使わない授業を展開しております。貴校の ICT 化はどのくらい

進んでいるのでしょうか。評価説明の中で専門学校の立ち位置的な話がありまし

たが、弊校が中学校等に募集広報する際、進学実績として専門学校を取り上げるこ

とはありません。もちろん、本人の希望を尊重し専門学校を希望する生徒には最善

のサポートをしております。貴校のパンフレットを見て気になるところがあるの

ですが、学費の部分でなぜ指定校推薦より AO 入試の方が金額が高いのですか？

高校からするとどうかと思います。 
 
（学校側）：ICT 化に関しては通信課程の学びがオンライン上でのやり取りが今年度から本

格的になるため、そのための環境整備を中心に考えております。（昼間課程ではな

い）先般、県立高校の校長と腹を割ってお話しする機会があり、専門学校卒業生が

理美容始め、保育、看護、介護、調理師など社会生活の基盤を充分に担っているの

に、すべてではないが高校側は専門学校を大学とはちがって指定校推薦の扱いを



拒否するがどうしてなのかを尋ねると、自分たちが逆に中学校にあいさつに行っ

た時に大学進学実績がよくないと中学校の校長が会ってくれないことさえあると

言われました。大学実績も偏差値の高い大学から広報する等どうしても大学そし

て偏差値の高いところが客観的によい進路と捉えられてしまうというのがまざま

ざとわかりました。弊校の学費の件ですが、来年度入学生から AO 入試の方が指定

校推薦より学費が安くなります。今までは高等学校校長の推薦状を重く受け止め、

経済的メリットを付け、学習意欲等模範生として期待してきましたが、入学後の姿

勢が他の入試形態の学生とほとんど変わらず、逆に早期に将来像を明確にした学

生ほど技術大会等積極的な面がありましたので改正を行いました。高校時代はが

んばったがアリアーレに入ったら怠けたでは困るので、入学後のがんばりにこそ

評価を与えたいと考えます。 
 
 
〇冨田 守 委員  
    高校訪問をしていて感じるのですが、オープンキャンパスに行く校数は減ってい

ると思います。一番多いのが 2 校、次に多いのが 1 校。何校も行って比べていな

い。日本語学校に関しても、入国制限の反動で来年 3 月の卒業生は多いと思いま

すが、再来年の 3 月はどうかと言えば未知数だと思います。オープンキャンパス

で学生に委嘱状との事ですがどのようなものなのでしょうか？ 
 
（学校側）：オープンキャンパスに関しましては、コロナも 2 類→5 類になり人の動きが盛

んになるかと思いましたが、他社さんも前年に比べて他校はオープンキャンパス

参加者数が減っていると言っていました。私も、とある学校の先生から前年 3 割

減と聞きました。なぜかなと思っていましたが、少子化に加え、現在の高校生はオ

ープンキャンパスにあまり行っていないのですね。アリアーレは前年同月で比較

し、2 月～6 月まですべて前年アップですが、気を引き締めていかないといけない

なと思います。 
 
 
〇香村恭子 委員 
    日本語学習の充実をはかる上で大事な事は、日本語に対してのモチベーションを

上げることだと思います。それは本人だけでなく教員側も同じだと思います。ただ

日本で仕事をしたいだけでは、仕事内容は何でもよく学習意欲は湧かない。弊校で

も、最近学費の分割希望ばかりで、分割希望するなら少しは貯蓄をしたらと思うの

だがその意識は薄い。貯蓄の概念がない。日本人との常識が違い、私たちでも戸惑

うことは多いです。留学生の入学状況は希望者増でワンフロア追加して対応して



いく予定ですが、入学定員というものがありますので、入学者が増えても総定員の

枠内で学校運営をしております。評価のお話しの中で、主体性のことが出てきまし

たが具体的にはどのような取り組みですか、また教員研修の話がありましたがど

のように行っているのですか？ 
 
（学校側）：留学生と 5 月に個別面談をして、日本で働きたいという想いと日本語力を伸ば

したいという想いを感じましたので、日本語能力試験の合格を目的とした対策を 2
学期からスタートできるよう準備していきたいと思います。主体性の考え方は、以

前は全生徒がメイクならメイク、ネイルならネイルの資格を目指していましたが、

中には私はいらないという学生もおり、学校として全員が同じ資格を目指すより

（国家試験は全員ですが）、大学・専門学校なのでやはり自分で自分を作ってほし

いという想い・考えからシンプルに欲しい資格を自分で選ぶ形にしました。教員研

修は今年度学校目標に沿って行うものと思います。公開授業で新しく眉カットが

始まるのですが、これは昨年度教員が習得した技術でそれが商品化できた初めて

の講習会です。 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 

以上 
記録：山口 

 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 


